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地
域
経
済
構
造
予
測
に
却
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

第
八
十
九
巻

ブL
O 

第

号

四

地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

金岡

崎

不
子

敬

生男

問
題
と
分
析
の
方
針

は

じ

め

に

近
年
、
国
白
経
済
計
画
が
逐
次
具
体
的
な
形
を
と
る
の
に
対
応
し
て
、
園
内
各
地
域
で
も
、
地
方
政
府
、
叫
ち
各
都
・
道
・
府
県
又

は
そ
れ
ら
の
合
議
体
が
主
体
と
な
る
、
地
域
経
済
計
画
の
作
成
が
盛
ん
に
行
わ
れ

τい
る
。

国
の
経
済
計
画
た
る
と
、
地
域
の
経
済
計
画
た
る
と
を
問
わ
ず
、
お
よ
そ
経
済
計
画
に
つ
い
て
は
計
画
推
進
の
主
体
、
計
画
目
標
及

び
計
画
期
間
白
設
定
、
及
び
計
画
実
現
の
た
め
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
有
効
性
等
が
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
経
済

を
前
提
と
す
る
経
済
計
画
の
可
能
性
や

い
わ
ゆ
る
方
法
論
的
な
検
討
は
、
小
論
の
目
的
で
は
な
い
。

国
の
経
済
計
画
に
於
て
も
、
資
本
主
義
経
済
を
前
提
と
す
る
経
済
計
画
の
作
成
に
は
、
常
に
、
経
済

ω
オ
ト
ノ
ミ
ー
に
必

Hτ
実



現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
将
来
の
予
測
が
、
客
観
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
先
決
問
題
で
あ
る
。
地
域
経
済
計
画
に

つ
い
て
も
、
己
の
点
な
ん
ら
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
白
地
域
経
治
計
画
白
多
く
は
、
計
画
作
成
の
基
礎

と
な
る
経
済
予
測
の
手
段
を
、
素
朴
な
積
み
上
げ
計
算
方
式
に
求
め
る
と
い
っ
た
、
古
市
怠
的
要
素
の
介
入
し
易
い
方
法
に
求
め
て
加
る
。

計
画
作
成
の
た
め
の
、
客
観
的
た
予
測
方
法
の
一
試
案
を
提
示
す
る
こ
と
が
、
こ
の
小
論
の
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。

他
方
、
最
近
白
地
域
経
済
計
画
は
、
地
域
経
済
構
造
の
発
展
を
目
標
と
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
予
測
も
、
グ
ロ
I
パ

ル
た
変
数
の
み
に
留
ら
ず
、
産
業
部
門
別
諸
変
数
の
予
測
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
産
業
構
造
予
測
に
適
合
し
た
、
多
部
門
予
測

に
、
地
域
産
業
連
関
表
の
利
用
を
試
み
よ
号
と
い
う
の
が
、
己
の
小
論
の
今
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。

方

垂十

わ
れ
わ
れ
が
解
決
全
試
み
る
問
題
は
、
的
域
経
済
構
造
白
、
比
較
的
短
期
の
予
測
で
あ
る
。

地
域
経
済
構
造
の
定
義
自
体
、
各
稀
各
様
た
論
点
を
含
ん
で
い
る
が
、
経
済
計
画
を
窮
極
白
目
標
と
す
る
限
り
、
経
済
構
造
の
定
量

的
側
面
を
当
面
の
対
象
と
せ
ざ
る
を
得
た
い
。
経
済
構
造
白
定
最
的
指
標
が
、
決
し
て
こ
れ
に
尽
き
る
と
い
う
の
で
は
た
い
が
、
何
は

き
て
お
き
必
要
左
指
標
と
し
て
、
産
業
部
門
別
産
出
額
干
、
産
業
部
門
別
雇
傭
量
、
産
業
部
門
別
附
加
価
値
額
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

己
白
ょ
う
左
翼
由
か
ら
、
小
論
で
は
、
帥
域
経
済
の
産
業
部
門
別
産
出
額
の
短
期
予
測
の
方
法
主
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
寸
る
。
以
下

に
述
べ
る
方
法
に
、
今
少
し
の
計
算
を
加
え
る
在

b
ぽ
、
産
業
部
門
別
一
一
足
傭
量
中
、
産
業
部
門
別
附
加
価
値
額
の
予
測
も
、
レ
オ
ン
テ

4

1

L

フ

-
V
月
テ
ム
の
通
常
の
操
作
者
熟
知
す
る
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
こ
と
が
、
明
か
と
た
る
で
あ
ろ
う
。

地
域
経
済
各
産
業
部
門
の
産
出
額
予
測
に
は
、
地
域
産
業
連
関
表
の
利
用
を
試
み
る
己
と
と
す
る
。
地
域
産
業
連
関
表
の
性
質
ゃ
、

地
域
経
済
僻
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
白
応
用

第
八
十
九
巻

九

第
三
号

五



地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
寸
る
産
業
述
関
八
訂
析

及
び
計
量
経
済
学
毛
デ
ル
の
応
用

第
八
十
九
巻

九

第
三
号

ーノ、

モ
の
操
作
に
つ
H
て
は
、
第
二
節
で
明
か
に
す
る
。

地
域
産
業
連
関
表
を
用
い
て
、
産
業
部
門
別
産
出
領
の
予
測
値
を
求
め
る
場
合
に
は
、
ま
ず
地
域
の
最
終
需
要
を
予
測
す
る
亡
と
が

必
要
で
あ
る
が
、
従
来
の
例
で
ほ
、
こ
の
予
測
値
の
求
め
方
が
甚
だ
客
観
性
を
欠
く
場
合
が
多
か
っ
た
主
う
に
思
わ
れ
る
。
客
観
的
な

地
域
経
済
予
測
の
方
法
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
計
量
経
済
学
そ
デ
ル
の
使
用
主
試
み
る
と
と
と
し
仕
。
地
域
経
済
の
計
量
経
済
学
そ

デ
ル
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
で
と
む
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
工
う
に
し
て
、
地
域
経
済
構
造
予
測
を
目
的
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
試
み
る
方
法
は
、
産
業
連
閣
分
析
と
、
計
量
経
済
学
モ
デ

ル
に
よ
る
分
析
と
の
結
合
と
い
う
と
と
が
で
き
る
。

己
の
よ
ろ
社
分
析
は
、
抽
象
的
な
定
式
化
を
行
つ
土
だ
け
で
は
、
殆
ん
ど
意
味
が
た
い
。
モ
乙
で
、
阪
神
地
域

l
i大
阪
府
全
域
及

び
兵
庫
県
全
域
|
|
経
済
白
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、
具
体
的
に
分
析
を
進
め
る
と
と
と
し
工
う
。

地
域
産
業
連
関
分
析

地
域
産
業
連
関
表
の
形
式
と
基
本
方
程
式

地
域
産
業
連
関
表
は
、
形
式
上
、
ア
イ
サ
ー
ド
形
式
〔
文
献
6
〕
及
び
、
チ
ェ
ナ
リ
1

・モ

1
ゼ
ス
形
式
〔
文
献
1

・
8
〕
に
分
類

で
き
る
。
両
者
に
本
質
的
な
差
は
な
い
が
、
こ
と
で
は
、
ア
イ
サ
l
ド
形
式
の
地
域
産
業
連
関
表
を
使
用
寸
る
。

地
域
は
、
特
定
の
地
域
|
!
当
面
の
問
題
に
と
っ
て
は
阪
神
地
域
ー
ー
と
、
国
民
経
済
の
モ
の
他
の
地
域
と
に
分
割
さ
れ
る
。
特
定

の
地
域
を
第
一
地
域
、
そ
の
他
の
地
域
主
第
二
地
域
と
し
よ
う
。
こ
わ
ら
両
地
域
間
及
び
地
域
と
国
民
経
済
聞
の
、
構
造
的
関
係
を
、

V

オ
ン
テ
ィ
戸
一
フ
体
系
に
よ
っ
て
不
す
経
済
循
環
白
肉
式
が
、
地
域
産
業
連
関
表
で
あ
る
。



第 1去 アイサード形式

地域産業連関表の構成

」竺)叫 2 全国計

域 A I D I G 

す B I E I H I 

音 c I F I 1 I 

計 I I I I 

ア
イ
サ
ー
ド
形
式
の
地
域
産
業
連
関
表
全
体
の
構
成
は
、
第
1
表
に
よ
っ
て
一
万
さ
れ
る
。

ー
の
各
々
は
、
表
全
体
か

b
見
れ
ば
夫
々
が
サ
プ
・
マ
ト
リ
ッ
グ
ス
で

表
の
A

、
B

、

あ
る
。
便
宜
上
、

A
表、

B
表、

ー
表
等
と
呼
称
し
よ
う
。

A
表
は
、
地
域
ー
の
産
出
白
、
地
域
ー
へ
の
配
分
、
文
は
、
地
域
1
の
地
域
ー
か
ら
の
購

入
を
示
す
。
い
わ
ば
、
地
域
1
の
自
給
部
門
で
あ
る
。

B
表
は
、
地
域
2
の
産
出
の
、
地
域

ー
へ
の
配
分
、
又
は
、
地
域
1
白
地
域
2
か
b
の
購
入
を
一
市
す
。
い
わ
ば
、
地
域
1
白
移
入

国
か
b

D
購
入
合
計
を
一
部
す
。

D
表
は
、
地
域
1
の
産
出
の
、
地
域
2
へ
白
配
分
又
は
、
地
域
2
の
地
域
ー
か
ら
の
購
入
を
一
市
寸
。
い

部
門
で
あ
る
。

C
表
は
、
全
国
白
産
出
の
、
地
域
1
A
の
配
分
合
計
、
又
は
、
地
域
1
の
全

わ
ば
、
地
域
l
D
移
出
部
門
で
あ
る
。

E
表
は
、

A
表
と
同
様
に
、
地
域
2
の
自
給
部
門
、

F
表
は
、

C
表
同
様
、
地
域
2
の
購
入
合

討
を
示
す
o
G
表
は
、
地
域
1

D
産
出
白
、
全
国
へ

D
配
分
合
計
、
又
立
、
全
国
の
地
域
ー
か

b
の
購
入
合
討
を
示
す
。

H
表
は
、
地

こ
己
で
、
記
号
を
次
の
よ
う
に
定
め
よ
う
。

域
2
白
産
出
の
、
全
国
へ
の
配
分
合
計
を
示
す
。
-
表
は
、
通
常
の
、
国
民
経
済
全
体
の
産
業
連
関
表
比
外
在
ら
な
い
。

~， 

"'iJ 

第
、

(
u
r
s
地
域
第

A
U
H

場
合
白
産
業
は
、
内
生
部
門
の
み
に
限
定
す
る
。

F
)
産
業
産
出
の
、
第
ω
(
H
「
日
)
地
域
第
同
(
門
戸

い
)
産
業
へ
の
配
分
。
こ
の

河rnOj 

第
Y

地
域
・
外
生
部
門
の
産
仙
の
、
第
S

地
域
第
1
産
業
へ
の
配
分
。

y~s 

第
7

地
域
第
z
産
業
産
出
に
対
す
る
、
第
s
地
域
住
民
白
最
終
需
要
。

己
の
よ
う
た
記
号
を
用
い
、
レ
オ
Y

テ
イ
」
フ
表
一
般
の
規
則
に
従
っ
て
、
ア
イ
サ

l
F
形
式
白
地
域
産
業
連
関
表
士
、
成
分
毎
に
一
川

地
域
経
済
構
造
子
捌
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
苦
学
宝
ア
ル
の
応
用

第
八
十
九
巻

1L 

第
三
号

じ



地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
骨
折

及
び
計
且
経
辞
学
モ
デ
ル
り
応
用

す
な
ら
ば
、
第
Z
表
白
よ
う
に
怠
る
。
但
し
、
以
下
白
操
作
陀
不
必
要
左
、

G
、
H
、
I
表
は
省
略
し
て
あ
る
。

こ こ
の れ 地
二 は 域
つ、産。Q Q 行 Q 業

EF b b 和己連
トホ 〈二 日実』

列 表

三l凶!t1ω 辛口 ~t1羽 K 

車三寺品 i叩N 三
分 11; 恒 .::~τ
が守引等+
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B T73?弓宅
o 0 ι11 ふ
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‘味 ω な
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成 11 二 品定
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の sr t守主
日成

立
す
ア
d 

和
で
あ
り
、

F
表
成
分
が
、

D
、
E
2
表
白
対
応
成
分
の
和
で

あ
る
こ
と
士
意
味
す
る
。

(
同
国
)
の

1
に
関
す
る
和
と
(
同
・

3
と
か
ら
、

(
M
'
h
p
)
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回
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咽

リ

戸
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八
十
九
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九
四

第

号
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地
域
2
の
内
生
部
門
産
出
方
程
式
は
、

(
N
3
M
Mふ
+
凶
可
一

f
h
n

次
に
、

A
、
D
、
B
、
E
表
毎
に
、
各
内
生
部
門
心
行
和
を
ザ
で
表
わ
せ
ば
、
次
白
定
義
式
が
得
ら
れ
る
。

(
T
u
-

s 
) 

(
N
・
叶
)

持凶
疑
問
+
】
べ
J
f
u
ろ

つ
ま
り
、
げ
は
、
第

v
地
域
第
包
産
業
産
出
の
、
第
s
地
域
各
産
業
へ
の
配
分
合
計
を
意
味
す
る
。

(
抽

H
H

W
S
W
3
T
H
f
N
)
 

(
N

∞) 

(
N
・4
)

を
(
N
・U
)

及
び
(
回
目
〕
に
代
入
す
れ
ば
、

(
九

H
Y

・3
唱
す
H
Y
N
)

更
に
、

C
表、

ミ
ム
ー
ユ
ゅ
日
岡
山

F
表
の
各
内
生
部
門
白
符
和
色
町
で
表
わ
す
と
、
次
回
定
義
式
が
得
ら
れ
る
。

(
N
'申
)

( 

ふコ
∞ 
) 

を
変
形
す

fzps 
+ 
可

11 

出

(
肘

H
Y
-
-
-
u
a
亡、
H
Y
N
)

(
N
白

J

悶

泊

、

司

匂

出
回
一
昨
日
同
バ

(
N
H
Y
 

-s
・崎、

U
H・N
〕

(
N
b
)

を
使
用
し
て
書
き
直
す
と
、

-
芯

U

喧

r
u
H
-
N
)

ハN
・H
{〕
)

(
N

己
)
式
は
、

(
N
・H
C、
)

恥

(
M
N
r
+
刷、日)部
H
M

次
白
よ
う
に
書
く
乙
と
が
で
き
る
。

(
T
H
f
 

民い
lp-hnHM十
昨
い
れ
子
同
司

I
1

し

5
3
h
T
H

(
N
H
f
E
i
-
-
s
一
言
H
Y
N
)

地
域
経
持
構
造
予
測
に
対
す
る
産
莱
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

第
八
十
九
巻

九
豆

第

号

九



地
眠
経
棒
桝
浩
子
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
り
応
用

さ

τ、
A

n

r

N

)

地
域
の
投
入
係
数
を
、
次
白
よ
う
に
定
義
し
よ
う
。

(
N

ロ
)
九
五
時

(ibi--wS)

己
己
で
、
第

s
地
域
の
第

v
地
域
第

z
財
購
入
額
白
、
第

s
地
域
第

z
財
購
入
結
額
に
対
す
る
比
を
阿
川
で
表
わ
せ
ば
、
次
の
定
義
式

第
八
十
九
巻

ブL
ノ、

第
三
号

。

が
得
ら
れ
る
。

こ
れ
は

壬

ゼ

ス

V 勧

w; 
同iJ1

8 
LJ  

白

地
域
間
ザー
~ 

易
係、
数
に

外
た
b 
た
νミ

(
N
H
N
)
 

(
N
u
r
-
-
s
・
3
tム
-
N
)

こ
れ投
は入
更係
に Q 数

ケで 及
次 とZ び
の交

Itds 1 1tdS2 
~t1..に~l1数
j 令 書 ....-i の

口l 認さ交定
し ]直広義
A 与すでど式
r ".~こ Tμ凶 æ

"-- L ..-I--.l 

、山?二五

三 ZIZ; 三
泣弓 it7M長!
i TI ミモ点
』旧 日

o ~ 
叶ロ
喝p，
呼仏 、
ふ 11

11 -

(
戸
目
。
、
)
に
代
入
す
る
と
、
次
式
が
得
ら
れ
る
。

令

H
一戸

、
s
・埴一、

u
r
M
)

(
N
・H
U
)

暗

唱

6

・、
H
H
一一ω
)

こ
白
方
程
式
が
、
地
域
産
業
連
関
表
の
操
作
に
と
っ
て
必
要
友
、
基
本
方
程
式
で
あ
る
。

. 

地
域
産
業
連
関
表
白
操
作

基
本
方
程
式
Q

H

U

、
〉
は
、
山
山
個
の
方
程
式
か
ら
成
る
連
立
方
程
式
で
あ
る
。
己
れ
を
、
行
列
記
号
で
示
せ
ば
、
次
の
主
う
に
書
く



こ
と
が
で
き
る
。

(
M
・EH〉

〔同
l
同
〕
同
H
N

こ
の
式
で
、
ー
は
、

N
S
×
N
誌
の
単
位
行
列
、

X
は
レ
河
川
公
H
H

wf
古
川
了
N
)

を
成
分
と
寸
る
仇
次
の
列
ヴ
ェ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

B
は
更
に
、
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
者
る
。

(
日
-
H
印
)

回
目
『
♂
酔

c 

こ
こ
に
炉
及
び
A
は
、
次
に
示
す

Z
ル
つ
な
仇
次
の
正
方
行
列
で
あ
る
。

"" 
。

一

(
N
H
由

)

。

『
骨

H
-

。 担ロ

c 

守、、
話"

~ 
"" 』

S 
"" ， 

(
日
・
H
寸
)

~ 

i'" 

D 

'" ， 

C 

地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
そ
デ
ル
の
応
用

。
"' 

。

ー

ぷa
M 

S
T
 

S 
Z国M
戸

訴し， 

第
八
十
九
巻

九
己

第
三
培



一
方
、

地
域
経
騎
栴
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

(
N
E
)

右
辺
の

Z
は
、
次
の
よ
う
な
仇
次
の
ワ
エ
ク
ー
ル
で
あ
る
。 第

八
十
九
巻

九
ノ1

第

号

(
N・
]
戸
∞
)

N
H同
i
iす
剛
、

こ
こ
に
Y
は
同
日
(
百
H
H

泊三、
H
Y
N
〕
を
成
分
と
す
る
加
次
の
列
ヴ
4

ク
ー
ル
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
体
系
の
今
後
の
操
作
と
意
味
ず
け
と
に
必
要
た
若
干
の
点
在
指
摘
し
て
沿
己
号
。

ま
ず
、
慕
本
方
程
式

(
N
・E
)
の
B
は、

周
知
の
国
民
経
済
幸
一
体
に
関
寸
る
レ
オ

γ
テ
ィ
エ
フ
・
ジ
月
テ
ム
の
場
合
の
投
入
係
数
行

列

α
に
対
応
す
る
。
し
か
し
、
地
域
産
業
連
関
表
白

γ
九
テ
ム
で
は
、
(
回
目
印
)
に
一
不
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
技
術
構
造
マ
ト
リ
ァ
グ
見
は
、

地
域
別
技
術
係
数
行
列
と
、
地
域
間
交
易
係
数
行
列
l
l
E確
に
は
、
散
布
さ
れ
た
交
易
係
数
行
列

2
m
σ
P
4け
沖

O
H
Oハ
]

け

】

守

mw
品
。
司
m
w
Zい
⑦
司
自

g
o
p
n
M
g
t
B
E口一民、、
1
1
ー
と
の
積
と
玩
っ
℃
い
る
。
従
ヮ
て
、
涌
常
の
V

オリ
J

テ
ィ
エ
フ
・
シ
ス
テ
ム
の
産
出
波
及
効
果
は
、
国

民
経
済
の
技
術
構
造
乃
至
レ
オ

γ
テ
ィ
エ
フ
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
ー
の
み
を
媒
介
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
地
域
産
業
連
関
表
の

シ
ス
テ
ム
で
は
、
地
域
内
技
術
構
造
及
び
凱
域
際
交
易
構
造
の
両
者
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
た
る
。

次
に
、
行
列
B
が
分
解
可
能
た
点
で
あ
る
。
通
常
の
V

オ
ン
テ
ィ
エ
フ
・
ジ
ユ
テ
ム
〔

h
a〕T
q
r
u
n
で
は
、
正
値
解
存
在
の
十
分

条
件
と
し
て
、

a
の
分
解
不
可
能
性
が
要
求
さ
れ
る
〔
文
献
・

2
)
。
し
か
し
、
地
域
産
業
連
関
表
白
V

Z
テ
ム
で
は
、
こ
の
条
件
は

必
ず
し
も
充
さ
れ
た
い
。

い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
、
基
本
方
程
式

(
N
E
)

か
ら
、
次
式
に
よ
っ
て
、
地
域
の
均
衡
産
出
ヴ
」
ク
ト
ル
を
求
め
る
己
と
が
で
き
る

n

(
M
-
H
m
v
)
 

H
H〔同
l
匂〕

H
N

地
域
の
各
産
業
別
産
出
を
指
標
と
す
る
限
り
、
特
定
時
点
の
地
域
産
業
構
造
予
測
は
、

(
N
H
由
〉
に
よ
っ

τ計
算
可
能
で
あ
る
。

残

さ
れ
た
計
算
手
続
き
は
、
先
ず
既
存
の
地
域
産
業
連
関
表
か

b
p
を
作
成
し
、

Z
の
計
算
の
た
め
に
、
予
測
年
次
の

Y
を
求
め
る
乙
と
、



及
び
既
存
白
地
域
産
業
連
関
表
か

b
A
主
作
成
し
、

X
の
計
算
の
た
め
に
、

〔同

l
匂
〕
同
士
求
め
て
沿
〈
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
小
論
の
特
徴
白
一
つ
は
、

Y
の
予
測
値
を
求
め
る
に
際
し
て
、
当
面
最
も
客
観
性
が
豊
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
計
量

経
済
学
そ
デ
ル
を
使
用
す
る
点
に
あ
る
。
我
々
は
順
序
と
し
て
、

Y
の
予
測
値
を
決
定
す
る
た
め
の
、
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
臼
説
明
を

行
わ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
最
終
需
要
予
測

-
ー

最
終
需
要
予
測
の
た
め
の
モ
デ
ル
及
び
構
造
方
程
式

地
域
産
業
連
関
ジ
旦
テ
ム
の
操
作
に
必
要
な
最
終
一
需
要
の
予
測
を
、
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
ヮ
て
行
う
こ
と
を
試
み
る
の
が
、
こ

の
節
の

H
的
で
あ
る
。
予
め
、
次
の
諸
点
を
指
摘
し
て
お
己
う
。

分
析
に
必
要
な
変
数
の
値
在
、
予
め
ス
ト
カ
ス
テ
イ
ァ
ク
に
推
測
し
た
構
造
方
程
式
に
基
い
て
、
自
己
完
結
的
に
推
定
で
さ
る
こ
と

が
、
所
謂
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
一
秀
れ
た
特
性
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
地
域
経
済
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
は
、
万
程
式
に
、
二

重
の
意
味
で
構
造
が
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
b
た
い
。
第
一
一
は
、
国
民
経
済
全
体
の
場
合
と
全
く
同
様
に
、
地
域
経
済
内
部
の
メ
カ
一
一

ズ
ム
が
、
構
造
方
程
式
に
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
は
、
地
域
経
済
は
、
国
民
経
済
か
ら
強
く
規
制
さ
れ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
関
係
も
ま
た
、
構
造
方
程
式
に
組
み
込
ま
れ
左
け
れ
ば
な

b
友
い
。
特
に
、
予
測
が
窮
極
的
に
は
地
域
経
済
計
画
と
結
び

っ
く
場
合
に
は
、
第
二
白
構
造
特
性
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
何
故
た
ら
ば
、
地
域
経
済
計
画
に
と
っ
て
は
、
国
民
経
済
む
諸
必
数

は
、
殆
ん
ど
与
件
と
考
え
る
こ
と
が
白
然
だ
か

b
で
あ
る
。

従
っ
て
、

地
域
経
済
白
予
測
の
た
め
の
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
は
、

地
域
料
済
栴
道
下
測

r
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

地
域
経
済
桝
造
と
相
関
の
両
日
ぺ
悶
民
経
済
の
変
数

ω
若
干
昔
、

第
八
十
九
巻

九
プL

第

号



地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
述
閣
分
析

及
び
副
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
山

外
生
変
数
と
し
て
予
め
組
み
入
れ
て
扱
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
以
下
に
掲
げ
る
そ
デ
ル
で
は
、
国
民
経
済
の
変
数
は
、
す
べ
て
外
生

変
数
と
し
て
あ
る
。

第
八
」
J

九
巻

。。

四

第
三
号

ま
ず
、
変
数
白
記
号
を
次
白
上
う
に
定
め
る
。

ヨ
併
糊
糊
問
一
区
画

ぞ，
11 

M

J

H

B

向
者
甚
鈍
府
同
事
論

、、

-レユ氏

加

』
寸
古
川

』
で
叩
司

H

h 
11 

討
11 

同

11 

吋
鴨
川

b 
11 

日

11 

句
"
日

。
11 

、、

川
両
訴
停
滞

、、

常
川
町
沖
浦

、

叫
問
視
対
将

、、

主事

E
 

、、

童書

〉戸

古
河
韮
荏
誕
鴨
明
書
事
E
〉

E
N
善
昌
謀
克
宮
前
詰

世
博
司
吋
司

、、、、、、ミミ

、、

滞
〉
剖
司
お

野
司
(
円
寸
渚
・
笹
Utu-
川
内
田

、

、、、、

熔
同
附

H
紳
併
同
開
叫
回

、



M
F
H

司
同
誌
匡
第
権
協

H
緋
民
刻
、
治

、

::0 
11 

、

耳

漏

諜

、、

凶
げ
肘

F
1凶
肝
以
内
糊
同
・

U
4
E

h
h
l
r

円
n

ご

OF--

学
出
刊
脳
内
糊
附
・

ω
菌

町一

4
H

困
博
司
尚
一
位

器
砕
同
副
司

同
吋

Z
U困
RAU待問州

、、

同
可
雪

U
困
却
蔀
得
時

、、

変
数
中
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
D
に
つ
い
亡
、
簡
単
な
説
明
を
加
え
亡
沿
こ
う
。

地
域
住
宅
投
資
、
政
府
住
宅
投
資
を
除
く

n

政
府
支
出

中
央
の
出
先
機
関
の
対
地
域
文
出
プ
ラ
丹
、
地
域
政
府
の
支
山
。
政
府
住
宅
投
資
を
含
む
。
中
央
分
デ
ー
タ
は
、
日
本

銀
行
大
阪
支
広
な
b
び
に
神
戸
支
府
経
由
の
支
出
額
花
基
き
推
計
古
れ
た
、
対
阪
神
地
域
支
山
分
を
使
用
。

地
域
輸
出
及
び
輸
入

地
域
内
心
、
対
外
国
貿
易
港
の
通
関
輸
川
入
額
。
生
産
情
動
ベ

I
月
か

b
見
れ
ば
、
地
域
外
の
生
産
物
輸
出
、

地
域
外
の
輸
入
が
合
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
税
関
の
調
査
結
果
に
廿
掛
け
ば
、
生
産
所
得
と
支
出
所
得
と
の
歌
離
を
生
ぜ
し
め
る

と
し
℃
も
極
め
て
小
さ
い
も
の
と
見
て
差
支
え
た
か
ろ
う
。

地
域
際
純
移
出
入
地
域
内
生
産
物
心
国
内
他
地
域
へ
の
移
出
マ
イ
ナ
ス
国
内
他
地
域
生
産
物
心
移
入
で
あ
る
。
構
造
推
定
に
際
し
、

地
域
経
済
桝
造
予
測
に
刻
す
る
産
業
述
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
毛
一
プ
ル
の
応
用

第
八
十
九
巻

。

第
三
号

五



地
域
経
済
情
造
下
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
畳
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

他
白
母
変
数
標
本
値
の
時
点
目
凡
て
に
対
応
し
て
地
域
産
業
連
関
表
が
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
は
全
く
期
待
で
き
な
い
の
で
、
己

第
八
十
九
巷

。

第
三
守

/、

の
変
数
棟
本
値
士
、
地
域
産
業
連
関
表
か
ら
直
接
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
小
論
で
は
、
地
域
所
得
の
定
義
式
に
現
わ
れ

る
成
分
中
、
地
域
際
純
移
出
入
以
外
白
変
数
の
和
士
、
地
域
所
得
の
値
か

b
控
除
し
た
残
差
士
計
算
す
る
こ
と
に
よ
づ
て
求
め
た
。

従
づ
て
設
省
に
は
、
地
域
際
純
移
出
入
の
外
に
、
所
得
推
計
誤
差
主
も
含
む
こ
と
と
な
る
。
所
得
推
計
誤
差
自
体
を
1
個
の
変
数

と
し
て
何
人
す
る
方
法
〔
文
献
・

3
〕
を
採
れ
ば
、
こ
白
問
題
は
回
避
さ
れ
よ
う
@

す
べ
て
白
デ
ー
タ
は
、
昭
和
二
一

O
年
三
九
五
五
年
)
基
準
の
価
格
指
数
で
デ
7

レ
l
卜
さ
れ
て
い
る
。
文
、
地
域
住
宅
投
資
及
び

政
府
支
出
の
時
系
列
に
つ
い
て
は
、
観
察
期
間
中
に
極
め
て
特
異
友
事
情
に
基
〈
著
し
い
不
規
則
変
動
が
あ
っ
た
と
と
を
考
慮
に
い
れ
、

デ
フ

V

l
ト
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
対
し
て

3
ヶ
年
移
動
平
均
を
加
え
て
使
用
し
た
。

デ
プ
レ
ー
ト
に
除
し
て
、
支
出
回
変
数
に
つ
い

τは
、
国
白
各
財
価
格
指
数
を
使
用
し
、
生
産
所
得
、
法
人
所
得
、
製
造
工
業
生
産

額
及
び
製
造
工
業
出
荷
傾
に
ヲ
い
て
は
、
岡
崎

l
金
子
推
計
に
よ
る

H
H

阪
神
地
域
綜
合
物
価
指
数
H

を
使
用
し
た
。

H

阪
神
地
域
綜
合

物
価
指
数
μ

と
は
、
地
域
所
得
成
分
と
対
応
す
る
国
の
価
格
指
数
に
、
地
域
所
得
成
分
構
成
比
で
ウ
ェ
イ
ト
を
附
し
て
計
算
し
た
も
の

で
あ
り
、
地
域
所
得
成
分
の
構
造
を
反
映
し
た
綜
合
物
価
指
数
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

最
小
二
乗
法
を
使
用
し
て
、
パ

7
ミ
タ
l
推
定
を
行
っ
た
結
果
得
ら
れ
た
、
地
域
経
済
白
構
造
方
程
式
は
、
次
中
通
り
で
あ
る
。
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震
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同
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4
司

+L計
十
日
明
十
同
町

1
同
"
十
叶
拘

t
i
b
-
-
H
J

前
掲
一
四
ケ
の
線
型
万
程
式
は
、
行
列
形
式
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
さ
る
。

誘
導
形
方
程
式

Q
E
)

〔同〕

{
?
}
H
〔
同
〕
{
伊
)

l

+

[

同
〕
(

4

h

)

十

{
9
}

こ
の
場
合
、
山
は
U
次
の
単
位
行
列
、
刷
は
一
四
ケ
の
内
生
変
数
を
成
分
と
す
る
U
次
の
列
ヴ
ェ
ク
ト
ル
、
町
は
、
内
生
変
数
の
係
数

〔

を
要
素
と
す
る
U
次
の
正
方
行
列
、
同
は
外
生
変
数
の
係
数
を
要
素
と
す
る
凶
行
6
列
の
矩
形
行
列
、
引
は
令
計
六
ケ
の
先
決
内
生
変

数
及
び
外
生
変
数
を
成
分
と
す
る
、

6
次
の
列
ヴ
ェ
ク
ト
ル
、
川
町
は
、
構
造
方
程
式
に
含
ま
れ
る
撹
乱
項
を
成
分
と
す
る
U
次
の
列
ヴ

ェ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

〔
叫

H
A日
)

3
5
)
を
内
生
変
数
に
つ
い
て
解
け
ば
、
次

ω解
が
得
ら
れ
る
。

{伊
}
M
M
ミ
1
同
〕
川
、
?
}
l十
〔
同
l
同
〕

J

H

〔
同
〕
{
ぎ
}

地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

九

第
八
十
九
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-
ー

占
デ
ル
の
有
効
性
に
関
す
る
若
干
白
テ
ス
ト

こ
の
モ
デ
ル
の
パ
ラ
ミ
タ
l
推
定
に
使
用
し
た
サ
ン
プ
ル
の
タ
イ
ム
・
カ
ヴ
ァ

1

レ
ジ
は
、

一
九
五
二

ー
一
九
五
八
年
で
あ
る
n

モ
己
で
、
こ
の
期
聞
に
つ
い
亡
、
我
々
心
モ
デ
ル
臼
説
明
力
、
予
測
力
乃
至
モ

デ
ル
の
有
効
性
に
つ
い
亡
若
干
の
検
討
を
行
お
う
。
換
言
す
れ
ば
、
モ
デ
ル
白
内
生
変
数
に
つ
い
亡
、
年

毎
日
事
後
的
予
測

1
lい
わ
ゆ
る
内
挿
テ
兄
ト

1
ー
を
試
み
る
。

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
事
後
的
予
測
は
、
イ
ン
フ
ォ
1
メ

I

V
ョ

γ
の
種
類
の
相
具
に
慕

wτ
、三

つ
り
方
法
に
分
類
さ
れ
る
〔
文
献
・

4
〕
。
ヲ
ロ
巳
冨
o
F
Oハ
Y

叶。

zzrs。
P
及
び
H
J
目
t
己
足
立
F
O品

が
乙
れ
で
あ
る

o
P
R戸
-
Z
E
E
o
ι
で
は
、
予
測
の
た
め
の
イ
γ
フ
ォ

l

メ
1
γ
s
y
と
し
亡
、
ナ
ベ

c

の
外
生
変
数
白
年
次
系
列
サ
ン
プ
ル
の
各
々
と
、
特
定
初
期
時
点
の
先
決
内
生
変
数
と
が
必
要
で
あ
る
n

叶
EPH
沼
早
}
回
。

ι
で
は
、
す
べ

τの
先
決
変
数
ヘ
外
生
変
数
お
よ
び
先
決
内
生
変
数
)
白
年
次
系
刈
別
す

γ
プ
ル
白
各
々
が
、
必
要
た
イ

γ
フ
ォ

i
メ
i
V
3
Y
で
あ
る
。

H
U
R
t
巴
足
早
『
。
己
で
は
、
イ
ン
フ
ォ

ー
メ
I
γ
z
y
と
し
て
、
す
ベ

τ白
内
生
変
数
の
実
績
値
系
列
沿
よ
び
外
生
変
数
白
時
系
列
が
必
要
で
あ

る
。
各
々
白
テ
見
ト
に
必
要
な
イ
ン
フ
ォ

1
メ
I

V
弓
ン
を
表
一
目
す
れ
ば
、
第
3
表
白
よ
う
に
た
る
。

に
れ

b
一
二
ツ
の
テ
月
ト
方
法
の
特
性
に
つ
い
て
、
若
干
コ
メ

γ
ト
を
加
え
て
沿
乙
う
。

可岱、

値
を
代
入
し

τ、
逐
次
求
め
る
。
従
っ
て
と
の
方
法
で
は
、
定
義
式
を
除
く
個
々
の
構
造
方
程
式
白
各
々

に
フ
い
て
、
安
定
性
を
検
討
す
る
の
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

け
れ
ど
も
こ
の
方
法
に
よ
る
場
合

地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

第
八
十
九
巻

。
七

各種テストに必要なインアオーメーショ γの比較
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地
域
経
済
桝
造
一
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
罰
抗
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

に
は
、
全
部
白
方
程
式
主
連
『
止
的
に
使
用
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
デ
ル
白
自
己
完
結
的
な
有
効
性
を
テ
λ

ト
し
た

U
、
或
い
は
事

第
八
十
九
巻

O 
ノ1、

第
三
号

Q9 

前
的
予
測
力
主
テ

λ
t
し
た
り
す
る
に
は
充
分
と
は
云
え
な
い
。

次
に
ベ
門
。
宮
戸
足
早
何
回
。

ι
で
は
、
イ
ン
フ
ぇ

l
メ

1
シ
ョ
ン
と
し

τ、
凡
て
の
先
決
内
生
変
数
山
時
系
列
と
、
凡
て
の
外
生
変
数
白

時
系
列
と
が
与
え

b
れ

τ
い
る
の
で
、

誘
導
形
方
程
式

Q
H吋
)
1
3
M
S
D
右
辺
各
項
に
、

こ
れ
ら
先
決
変
数

ω
各
年
実
績
値
を
代

入
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
一
々
の
内
生
変
数
白
値
を
予
測
値
と
し
て
求
め
る
E
と
が
で
き
る
。
先
決
内
生
変
数
の
実
績
値
を
使
用
す
る

こ
と
は
、
事
後
的
予
測
白
み
を
目
的
と
す
る
テ
九
ト
方
法
と
し
て
は
、
最
も
望
ま
し
い
が
、
事
前
的
予
測
能
力
白
判
定
と
い
う
観
点
か

ら
す
れ
ば
最
適
の
方
法
と
は
云
い
難
い
。

乙
れ
に
対
し
て

P
E
-
z
z
Fえ
は
、
事
前
的
予
測
刀
白
一
ア
月
ト
方
法
と
し
亡
は
最
も
望
ま
し
い
方
法
と
考
え

b
れ
る
。
第
一
の

理
由
は
、
事
則
的
予
測
に
際
し
て
は
、
先
決
内
生
変
数

ω値
は
、
初
期
時
点
に
つ
い
て
り
み
与
え
ら
れ
て
い

b
が
、
モ
の
時
系
列
に
つ

い
℃
は
与
え

b
れ
℃
居
な
い
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
岡
山
田
巳
冨

1
g白
で
は
、
先
決
内
生
変
数
の
時
系
列
値
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。
次
に
己
の
方
法
は
、

計
惜
経
済
学
モ
デ
ル
に
と
り
て
、

J
E
O
且
H
H
E
gけ
件
。
丘
こ
と
一
五
わ
れ
る
〔
文
献
・

4
〕
。
た
ぜ
た
ら
ば
、

HUNEE-
出
E
F
E
阜
、
吋
。

z-
日
EECι

で
は
、
各
年
次
の
変
数
予
測
値
に
含
ま
れ
る
誤
差
は
、
年
々
精
算
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

E
P
P】
ぜ

HEHEι

に
よ
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
誤
差
が
、
計
算
を
通
じ

τ累
積
さ
れ
る
か

b
で
あ
る
。
し
か
し
こ
白
方
訟
に
よ
る

場
合
に
は
、
初
期
時
点
主
何
れ
に
と
る
か
に
よ
っ
て
予
測
値
が
異
な
り
、
己
的
己
と
は
、
事
前
的
予
測
に
際
し
て
初
期
値
一
ア
九
ト
の
結

果
を
重
視
す
べ
き
乙
と
を
意
味
し
℃
い
る
。

こ
こ
で
は
、
以
上
三
つ
由
一
ア
λ

ト
方
法
の
う
ち
、

H
ν
R
t
E
冨
1HHoι

と

P
E
-
尾
正
『
。
ι
と
を
選
ぶ
こ
と
と
し
た
。
モ
デ
ル
の

安
定
性
ア
凡
ト
と
し
て
白
単
純
な
事
後
的
予
測
、
及
び
分
析
目
的
た
る
事
前
的
予
測
と
い
う
こ
つ
の
観
点
か

b
、
そ
の
よ
う
た
選
択
が



長
も
適
切
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

試
み
た
テ
ス
ト
を
具
体
的
に
列
挙
す
れ
ば
、
次
白
適

p
で
あ
る
。

〉

H
J
 

戸

) 

初
期
時
点
一
九
五
一
年
の
場
合
の
叶

HE--E丘
町
え
に
よ
る
予
測
催
と
実
績
値
と
の
比
較
。

初
期
時
点
一
九
五
五
年
の
場
合
の
司
自
己
日
E
E
F
C
与
に
よ
る
予
測
値
と
実
績
値
と
の
比
較
。

】

) 

こ
の
結
果
に
基
い
て
、
予
測
手
段
と
し
て
の
モ
デ
ル
の
有
効
性
乃
至
説
明
力
に
関
し
、
次
の
よ
う
た
判
定
を
下
す
と
と
が
で
き
た
。

ま
ず
、

テ
ス
ト
方
法
と
し
て
は
最
も
精
度
白
低
い
方
法
で
あ
る

H
U
R
5
L
H
r
p
F
o己
に
よ
れ
ば
、

一
四
個
白
変
数
D
凡
て
に
つ
い

て
可
成
り
高
度
の
説
明
力
を
も
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
サ
ン
プ
ル
期
間
に
関
し
て
推
定
さ
れ
た
経
済
構
造
は
、
可
成
り
安
定
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ぎ
に
、
最
も
厳
栴
な
テ
ス
ー
で
あ
る

出
口
己
冨
旦
何
回
。
仏
に
よ
る
予
測
精
度
は
、
下
め
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
先
決
内
生
変

数
の
初
期
値
白
与
え
ら
一
れ
る
時
点
が
何
れ
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
我
々
の
モ
デ
ル
で
は
、
先
決
内
生
変
数
に
一
九
五
一
年
を
初
期

時
点
と
し
て
選
ん
だ
場
合
の
テ
月
l
結
果
は
、
在
庫
投
資
函
数
・
地
域
際
純
移
出
入
函
数
主
例
外
と
す
る
、
他
の
一
二
個
の
変
数
に
つ

い
て
、
時
々
良
好
で
あ
フ
た
。
己
心
結
果
か

b
は
、
在
庫
投
資
及
び
地
域
際
純
移
出
入
の
二
づ
の
変
数
は
、
我
々
白
モ
デ
ル
の
予
測
力

の
埼
外
に
置
か
れ
て
い
る
と
判
定
す
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
こ
白
点
は
、
初
期
値
を
一
九
五
五
年
に
と
っ
て
み

τも
全
く
同
様
で
あ

る

己
れ

b
の
ア
只

t
結
果
の
み
か

b
、
我
々
白
モ
デ
ル
の
予
測
力
に
つ
い
て
完
全
な
結
論
を
下
す
己
と
は
、
些
一
か
軽
率
か
も
知
れ
た
い

が
、
在
庫
投
資
・
地
域
際
純
移
出
入
の
二
つ
を
除
け
ば
、
他
心
一
一
一
個
白
変
数
に
関
す
る
限
り
、
短
期
の
事
前
的
予
測
に
、
我
々
の
そ

地
域
魁
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

第
八
寸
九
番

。
九

第
三
号

四



第 4表初期値テスト

折弧内数字は，対尖債値誤差率百分比。

プラスは過大予測，マイナスは過少予測を意味する。

〔単位:100万円〕 地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
毛
デ
ル
の
応
用

第
八
十
九
巻

1Y51年，官究を初 1953年占を初 1955年占を初 1957年点を初

実(19績58年値〉 期値時場 とし
期時と L

期場値時 左L
期時と L

7こ り予 測た場値合、白予 測アこ 合の予 アこ場合の予
調l 1I11悼

C， 701，130 6B048，89 49 857ヌ，C339 693554 70021 ，329 
( -0.896) (22.237) ( -1.508) (0.171) 

IfQ 243，367 249.4，228 77 2732，26 18 241646 27 2546，797 98 
(2.428) (12.266) (1.668) (4.697) 

ITW 21，910 2010 ，924 210，6 B24 21O ，B24 210，9624 4 
(0.064) (0.064) (0.064) (0.064) 

G， 346，018 円お5 279.311 75 3192.6 546 BD9.6 ，114 
(-10.052) ( -19.318) ( -Y.673) ( -10.665) 

X， 468，103 515.1 ，828 67303 ，931 58口.99，836 524.0，44 98 
(10.195) (43.330) (8.915) (12.048) 

E， 351，748 2420ム.6438 537，8 ，507 42033，49 89 3955，84887 〕
(20.665) (52，810) (20.396) (12 

D， 163，861 1554.8，3222 1 17.15，224 71 153.4，4 3C3 1537.9 ，309 
( -5.822) く4.524) ( -6.445) 〈一同〉

R， 122，485 148.1，3265 0 (27414.自，170 146.9 ，976 14637 ，022 
(21.125) 54) (19.995) (16.767) 

0， 1，970，715 2，C515 ，259 2(，5093，5 697 2，C42.6，9624〉8 2，口(69，01，90305) 
(4.595) 27.350) (3 

S， 2，009，314 2，日(2532，50254〕 2(，E235O9，75205 〉 2，034幻，03O〉8 2，O〈85.7，7121 
(1 3.773) 

F， 78，936 79，6，47 72 98L349 58 〈-708.C，87794〉 8.09 ，513 
(0.679) (18.391) (1.998) 

Y， 1，167，765 1，〈1801，677 ]f31887.473471 〉 1，172.616 l，20-3。，109 
1.106) (0.415) (3.027) 

。
持

号

四

I"l 

デ
ル
を
使
用
す
る
と
と
は
許
古
れ

る
で
あ
ろ
う
。
但
し
厳
密
に
は
、

予
測
力
に
は
二

l
三
年
と
判
定
す

ベ
き
で
あ
ろ
う
。

四

モ
デ
ル
に
よ
る
一
九

ハ
二
年
白
予
測
値

テ
見
ト
結
果
に
基
い
て
判
定
士

下
し
た
際
に
指
摘
レ

τ
b
h
た
よ

う
に
、
我
々
白
モ
デ
ル
は
、

ケ
の
変
数
に
関
す
る
二

1
三
年
の

短
期
予
測
に
使
用
で
き
る
が
、
誘

導
形
を
使
用
す
る
予
測
白
精
度
は
、

ど
白
時
点
で
先
決
内
生
変
数
白
初

期
値
を
与
え
る
か
に
依
存
す
る
。

従
ヮ
て
、
最
終
的
左
一
九
六
二
年

に
対
す
る
事
前
的
予
測
を
行
う
た



め
に
は
、
初
期
時
点
と
し
て
ど
の
点
を
選
べ
ば
よ
い
か
の
選
択

基
準
を
、
予
め
明
ら
か
に
し
て
ゐ
か
た
り
れ
ば
左

b
左
い
。

乙
の
問
題
主
解
決
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
た
手
続
き
を
と

る
乙
と
に
し
た
。

ま
ず
、
事
後
的
予
測
と
い
う
観
点
か
ら
、
初
期
時
点
と
し
て
、

一
九
五
一
年
・
一
九
五
三
年
・
一
九
五
五
年
・
一
九
五
屯
年
を

選
び
、
夫
次
札
つ
悼
て
一
九
五
八
年
の
変
数
山
値
を
計
判
明
し
、

結
果
を
一
九
五
八
年
目
実
数
値
と
比
較
す
る
。
こ
山
ょ
う
た
四

通
り
の
初
期
値
テ
λ
ト

ω結
果
は
、
第
4
表
山
通
り
で
あ
る
。

第
4
表
の
結
果
に
基
い
て
、
各
種
予
測
結
果
を
、
対
一
九
一
立

八
年
実
績
値
誤
差
率
に
基
い
て
整
理
比
較
し
た
も
臼
が
、
第
8

表
で
あ
る
。

第
5
表
か
ら
明
b
か
な
よ
う
に
、
初
期
時
点
と
し

τ一
九
五

五
年
及
び
一
九
五
也
年
を
選
ん
だ
場
合
、
我
々
白
そ
デ
ル
は

短
期
予
測
に
対
し
て
比
較
的
一
一
品
川
ド
精
度
を
も
つ
も
の
と
考
え

b

れ
る
。
一
九
五
七
年
を
初
期
時
点
と
し
て
選
ん
だ
場
合
に
高
い

精
度
を
示
す
判
よ
り
の
理
由
は
、
予
測
時
点
と
の
時
間
差
が
接

地
域
経
済
栴
造
予
測
に
対
す
る
監
禁
連
闘
分
析

及
び
計
量
経
済
学
毛
デ
ル
の
応
用

初期値テスト結果比較表

1957年を初
期時点とし
た場合の
1958年予測

4 

。

7 

4 

。

第 5表

第
八
十
九
巻

第

号

四
エ



地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
註
経
済
学
モ
デ
ル
の
広
川

つ
川
寸
1
1
1
1
1
-
-
-
l

一
近
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
然
し
、

γ
1

十
格
一

或
間
一
畑
一
、
9

!

!

i

!

一
度
は
著
し
く
ほ
く
、
一
九
五
五
年
を
選
ん
だ
予
測
の
精
度
は
著
し
く
高
い
o

と
の
事
実
か

b

似
叩
一
一
時
一
泊
二
出
一

m
m

叩

m
m
一

、

;

p

;

E

e

神
社
一
凶
一
即
断
仰
な
吐
1
4二
も
我
々
カ
守
測
に
除
し
て
遅
ふ
べ
き
初
期
時
点
は
、
予
測
時
点
と
な
る
べ
く
接
近
し
、
且

反
予
判
一
月

7
0
日

以

白

白

日

一

判
明
要
件
一
何
一

o
h
L
七

L

L
一
つ
、
経
済
的
諸
条
件
が
比
岐
的
正
常
な
年
で
あ
る
己
と
が
望
ま
し
い
、
と
い
う
教
訓
を
容
易

問

附

一

鍋

一

~
1
1
1
i
一
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
さ
ょ
っ
ο

し
か
し
こ
の
こ
と
を
保
証
す
る
笠
岡
的
制
拠
は
見
当
ら
な

最

ー

!

下

|
|
I
l
l
i
-
-上

崎

町

一

一

日

一

四

加

減

前

出

土

い

υ

i

第
一
一
一
刑
制
相
叫
一
テ
月
ト
に
関
す
る
結
論
の
う
ち
、
我
々
の
モ
デ
ル
臼
予
測
力
は
、
厳
密
に
は
=
一
年
程
度
で

一
項
一
家
政
資
在
輸
輸

「
ー
ト
|
|
I
l
l
i
-
-一
あ
る
己
と
か

b
す
れ
ば
、
一
九
五
九
年
世
初
期
時
点
と
し
て
一
九
六
二
ま
の
予
測
値
を
求
め

る
こ
と
が
、
最
も
作
法
に
か
た
っ
た
適
胤
の
仕
方
で
あ
る
。
然
し
、
悶
民
経
街
全
体
の
デ
l
b少
な
b
ば
問
涯
は
な
い
が
、
地
域
経
済
に

第
八
十
九
巻

第
三
号

匹i
ノ、

一
九
五
三
年
を
初
期
時
点
と
し
て
選
ん
だ
予
測
の
精

つ
い
て
は
、
我
々
の
モ
デ
ル
の
外
掃
に
と
っ
て
必
要
注
先
決
内
生
変
数
の
一
九
五
九
年
実
績
値
は
、
直
ち
に
は
得
b
れ
な
い
。
そ
こ
で

一
年
を
譲
歩
し
て
、

一
九
五
八
年
実
績
偵
を
モ
デ
ル
に
外
掃
し

τ
一
九
六
二
年
の
阪
神
地
域
経
済
最
終
需
要
領
主
求
め
る
と
、
第
6

四

最
終
一
帯
要
ヴ
ェ
ク
ト
ル
の
計
算

表
白
よ
う
に
た
る
。

四

一
九
六
二
年
の
阪
神
地
域
経
済
構
造
予
測

我
々
は
既
に
、
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
っ
て

一
九
六
二
年
目
阪
神
地
域
最
終
需
要
額
セ
求
め
た
。
次
白
問
題
は
、
最
終
需
要
に

対
応
す
る
産
出
額
ず
ェ
グ
ト
ル
の
算
式
(
旧
民
)
の

Z
に
使
用
さ
れ
る

Y
と
し
て
、
(
N
H
g

式
の
説
明
で
明
か
な
よ
う
に
、
阪
神
地
域



1962年干測用最終需要'7γクトル

〈単位100万円〕

竺三二二五両-'eC9両
1.良林業 I-38，114 I 3回，743

2 漁業 5，826I 207，265 

3 石炭 E 炭 I- 187 I -78，388 

4 その他鉱業| ー14，816I -79，864 

5 食料品 I -12，198 I 1，013，83日

6.繊 維 工 業 I303，312 I 1，363，808 
7.木材紙印刷 44，開1I 446826 

8.化学工業 39，094I 532，337 
9 鉄鋼 67，283I 165，840 

10.非鉄金属 I-1，893 I 55，219 

11.機械 I223}91 I 2，075，403 
12. その他製造業 29，535I 156μ0 

13.ガス 6，839I 43，360 

14.電力 6，995I 84，692 

15.運輸通信 41，635I 582，648 

16.建設補体 I 235，606 I 2，400，368 

17 商業 I823，561 I 5，688，699 
18 配升不号司 9，304I 841，刷

節I7表

の
最
終
需
要
ヴ
ェ
グ
ト
ル
、
即
ち
地
域
1
の
最
終
需
要

ヴ
ェ
ク
T
L
H
と
共
に
、
そ
の
他
地
域
の
最
終
需
要
ヴ
ェ

グ
}
ル
、
即
ち
地
域
2
の
最
終
需
要
ヴ
ェ
ク

t
ル
を
求

め
て
お
か
な
く
て
は
左
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

先
ず
、
そ
白
他
地
域
の
最
終
需
要
額
は
、
昭
和
三
七

年
一
月
一
二
日
に
閣
議
決
定
と
左
フ
た
、
政
府
の
「
昭

和
三
七
年
経
済
見
透
し
一
に
掲
げ
b
れ
た
数
字
か

b
、

モ
デ
ル
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
、
阪
抑
地
域
の
対
応
数

字
を
控
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
亡
求
め
た
の

産
業
部
門
別
構
造
に
つ
い
て
、
最
近
の
地
域
産
業
連
関
表
及
び
国
白
産
業
連
関
表
か
ら
、
適
確
な
イ
ソ
プ
庁

1
メ

1
V
2
Y
が
与
え

b

阪
神
地
域
及
び
、
モ
の
也
辿
域
の
各
種
最
終
需
要
の

れ
る
な
ら
ば
、
岡
地
域
の
最
終
需
要
ヴ
」
ク
ト
ル
土
決
め
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
各
地
域
の
最
終
需
要
構
造
は
、
関
経
連
の

て
待
た
。

手
に
ψ

な
る
「
一
九
六
二
年
近
畿
地
域
産
業
連
関
表
(
二
二
部
門
〉
L

〔
文
献
・

5
〕
よ
り
、
最
終
需
要
投
入
係
数
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ

己
れ
に
よ
ヮ

τ求
め
ら
れ
た
、
両
地
域
の
最
終
需
要
総
額
の
ヴ
ェ
ク
ー
ル
は
、
第
七
表
白
、
通
り
で
あ
る
。

最
終
需
要
ず
ヱ
グ
ト
ル
成
分
中
負
号
を
と
る
も
の
に
つ
い
て
、
説
明
主
加
え
て
治
こ
う
。
わ
が
国
で
作
成
さ
れ
る
産
業
連
関
表
で
は
、

競
争
輸
入
品
は
、
一
旦
、
国
産
品
と
同
様
に
各
産
業
へ
山
投
入
額
に
一
括
計
上
さ
れ
、
然
る
後
、
各
産
業
の
産
出
物
白
配
分
合
計
額
か

b
、
該
年
輸
入
分
を
控
除
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
己
に
利
用
し
た
地
域
産
業
連
関
表
も
、
こ

ω
手
法
が
と

b
れ
て
h
V

句
会
。
従

地
域
経
済
榊
造
一
〕
測
に
対
す
る
産
業
辿
閑
分
析

及
び
計
量
経
済
学
毛
デ
ル
の
応
用

第
八
十
九
巻

第
三
号

四
七



地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
迫
関
骨
折

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

っ
て
、
地
域
産
業
連
関
表
の
、
対
角
サ
ァ
・

7

ト
リ
ッ
グ
丸
、
即
ち
A
表、

E
表
及
び
I
表
で
、
擬
制
的
貿
産
業
と
し

τ
「
競
争
輸
入
」

第
人
十
九
巻

目

第
三
サ

四
A 

を
設
け
、

マ
イ
ブ
λ

の
最
終
需
要
を
発
生
さ
せ
る
形
を
と
っ
て
H
6
0
従
っ
℃
、

「
競
争
輸
入
」
心
ヴ
ェ
ク
ト
ル
成
分
と
、
他
の
最
終

市
要
ヴ
巳
一
ク
T

ル

ω合
計
の
成
分
と
白
代
数
和
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
部
門
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。

四

『

J
匂
及
び
〔
句
1
匂
〕
ド

白
計
算
結
果

撒
布
さ
れ
た
交
易
係
数
行
列
白
非
ゼ
ロ
成
分

ベ
コ
古
川
「
M

M

古
川
「

、品

" ) 

は
、
前
掲
関
経
連
推
計
白
「
一
九
六
二
年
近
畿
地

方
産
業
連
関
表
」
よ
り
求
め
た
。
モ
の
結
果
は
第
8
表
札
一
市
す
通
り
で
あ
る
。
但
し
己
白
場
合
、
唯
一
心
情
報
源
た
る
H
閉
経
連
産
業

連
関
表
M
M

白
地
域
カ
ヴ
ァ

l

v
ア
ジ
は
、
近
畿
で
あ
っ
て
、
阪
神
地
域
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
大
阪
府
及
び
兵
庫
県
で
最
近
集
計
が
行

わ
れ
た
、
両
府
県
一
九
六

C
年
コ
ン
ト
ロ

l
片
・
ト
ー
タ
ル
に
よ
っ
て
若
干

ω
修
正
を
施
し
た
。

つ
ぎ
に
、

〔

N
H
日
)
式
に
明
か
な
よ
う
に
、

B
の
計
算
に
必
要
な
行
列
A
t
求
め
な
け
れ
ば
志
b
な
い
。
乙
こ
で
も
、
情
報
源
は
庁

の
場
合
と
同
段
、

H

関
経
連
産
業
連
関
表
μ

で
あ
り
、
従
っ
て
、
地
域
主
ワ
ア

l
v
ッ
ジ
日
差
が
再
び
利
月
日
除
路
と
な
る
の
然
し
、

地
域
内
技
術
構
造
に
関
し
て
は
、
近
畿
日
投
入
係
数
と
、
阪
神
の
投
入
係
数
と
に
、
著
し
h
相
違
は
ψ

な
い
と
い
う
、

h
T

中
大
胆
な
仮
定

を
採
用
す
る
己
と
に
し
て
、
近
議
白
も
白
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
り
て
臼
他
地
域
の
投
入
係
数
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
結
呆
計
算
さ
れ
た
同
H
『
#
』
は
、
第
9
表
の
通
り
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
、
目
的
の
解
を
う
る
た
め
の
最
後
白
準
備
は

... 
3型

を
計
算
し
℃
沿
く
己
と
で
あ
る
の
結
呆
は
、
第

m
表
白
通

り
で
あ
る
。

第
8
表
「
地
域
間
交
易
係
数
表
(
一
九
六
二
守
)
」
、
第
9
表
「
地
域
同
投
入
係
数
表
〈
一
九
六
二
年
)
」
、
な
ら
び
に
第
日
表
「
地
域



第 11表 1962年地域産業

部門別産出額予測値

〈単位1口口万円，昭和初年価格〕

¥¥  一一1'-~ ilE tll 1Ii-1 

一産業部門|、」阪 神地域|その他地域

1 農林業 120，489.4I 1，337，984.9 

2漁業 5，467.2I 285，055五
1 石炭.Illi炭 oI 235，843.4 
4鉱業 19，885.5I 230，054.6 
5 食料品 268，253.2¥ 1，517，224.7 

6 繊維工業 I1，010).'-7，7 I 2，274，967.9 

7 木 材 紙 ・ 印 刷 310，909.0

入
手
で
き
た
。
計
算
さ
れ
た
王
、
即
ち

3

4

9

2

2

1

2

3

8

G
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5
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6
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5
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9
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B
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5
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9

 

剖
丸
町
，

q
R
∞，

H

久

丸

何

回

6

7

1

4

7

3

2

3

日

7
↑

1

2

2

1

1

2

6

…
 

l

l

ー

-

6

3

7

0

7

0

0

2

3

6

 

町
山
目
白
川
町

m山
叫

回

目

叫

m
m出

1

3

2

4

8

1

3

4

3

0

 

5

2

1

5

3

6

5

8

0

1

 

6

1

5

8

1

3

5

3

2

1

 

7

1

1

6

1

2

5

5

 

1

2

 

8.化学工業

9.鉄鋼

10.非 鉄 金 属

11.機械

12.その他製造業

13.ガス

14.電 )J

15 運輸通信

16 建設補修

産
業
連
関
逆
行
列
表
(
一
九
六
二
年
)
」
は
、

紙
同
の
都
合
に
よ
り
割
愛
し
た
。

四

一
九
六
二
年
阪
神
地
域
産
出

額
ヴ
ェ
ク
ト
ル
の
引
算
結
果

産
業
部
門
別
産
出
額
を
指
標
と
す
る
限
り

一
九
六
二
年
の
地
域
産
業
構
造
の
推
定
値
を

業

求
め
る
最
終
段
階
に
到
達
し
た
。

計
算
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
、
(
旧
日
印
)
式
ぜ
あ

り
、
既
存
白
地
域
産
業
連
関
表
か
ら
む
イ

γ

石}
 

7
 

1
 

プ

ォ

l
メ

l
γ

三
ン
及
び
、
計
監
経
済
学
モ

デ
ル
か

b
、

〔同
l
匂〕

H

及
び

Z
白
凡
℃
が

一
九
六
一
一
年
に
お
け
る
地
域

ω
部
門
別
産
出
額
は
、
第
日
表

ω
通
り
で
あ
る
。

五

も》

-i 

び

五

予
測
結
果
と
若
干
の
問
題
点

予
測
結
果
U
経
済
学
的
な
意
味
ず
け
を
行
う
た
め
に
は
、
過
去
山
各
種
実
績
値
と
の
比
較
が
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
は
そ
心
ゆ
と
り
が
な
い
の
で
、
小
論
は
、
万
法

ω提
示
と
結
果

ω導
出
の
み
に
留
め
る
。

地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
肘

第
八
十
九
巻

五

第
三
号

四
)L 



地
域
経
済
俳
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
む
計
舟
経
済
学
モ
デ
ル
の
応
用

た
だ
し
、
求
め
ら
れ
た
予
測
結
果
を
評
価
す
る
一
資
料
と
し
て
、
第
ロ
表
世
掲
げ
て
お
こ
う
。
第
ロ
表
の
「
国
D
総
産
出
額
」
は
、

第
八

r九
巻

〆、

第
三
号

E 
Q 

「
国
の
総
産
出
に
占
め
る
阪
神
経
済
白
比

第
U
表
よ
り
求
め
に
も
の
で
あ
る
。
第
日
表
に
掲
げ
た
わ
れ
わ
れ
D
予
測
値
を
使
用
し
亡
、

ン
ト
ロ
ー
ル
・
ト
ー
タ
ル
を
合
算
し
、
そ
こ
に
一
日

重
」
を
計
算
し
た
も
の
が
、
第
2
列
の
数
字
で
あ
る
。
他
方
、

さ
れ
た
国
の
総
産
出
の
数
字
を
使
刊
し
亡
、
阪
神

地
域
の
比
重
を
求
め
た
結
果
が
、
第
ロ
表
第
3
列

で
あ
る
o

両
者
を
比
較
す
る
と
、
阪
神
地
域
白
ウ

ヱ
イ
ー
は
、
運
輸
通
信
士
除
き
他
白
総
亡
の
部
門

で、

一
九
六
二
年
白
方
が
増
大
し
亡
い
る
。
運
輸

通
信
以
外
白
部
門
中
、
第
二
次
産
業
部
門
の
若
干

で
は
、
可
成
り
比
重
増
大
白
顕
著
な
部
門
が
存
在

す
る
。
農
林
業
の
比
重
も
可
成
り
噌
大
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
兵
庫
県
北
部
山
村
地
借
主
含
む
こ

と
を
想
え
ば
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
運
輸
通
信
心
ウ

ヱ
イ
ト
が
減
少
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
確
定
的
な

こ
と
は
、
何
も
一
一
?
っ
己
と
が
で
き
な
い
内

実
証
的
研
究
が
通
常
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ

阪神経済む比重に関する比較第12表

一
九
五
五
包
を
対
象
と
し
て
、
大
阪
府
及
び
兵
庫
県
で
推
計
し
た

コ

¥」l| 国(町の(産1)出円頭〕 |j!位予神)測の値時こにの企営よ業る〕阪の

(3) コ Y トロ

重F案レ結(・%1果ト〕95に5年タよルる試比

キ本 業 J ，45R，474.3 8.26 4.50 

業 290，522.7 1.88 1.43 

東 亜炭 235，843.4 。 。
業 249，340.1 7.96 1.90 

事斗 lロ'" 1，785，477.9 15.02 14.50 

惟工業 3，285，105.6 30.75 18.00 

紙印刷 1，951，657.3 15.93 13.39 

芋工業 3，498，551.0 21.90 18.65 

銅 3，278，196.2 33.93 31.28 

扶金属 615，262目9 24.59 24.06 

1時 2，462，265.2 27.88 26.81 

他製造業 414，160.8 27.49 20.83 

ス 110，281.7 32.ケ呂 24.08 

力 296，688.0 1 R.67 1U7 

極通信業 1，571，033.0 15.18 16.70 

設補修 3，106，~13白9 17.u7 8.72 

業 9，309，010.9 26.9B 17.90 

!¥ 
¥¥  

¥¥  

1. 農

2 漁

3 石

4 鉱

5. 食

6 繊

7 木

8 ィt

9. 鉄

10. ，ド
11目機

12. そ

13. ガ

14 電

15. 運

16 建

17 商



白
作
業
で
も
、
デ
ー
タ
乃
至
情
報
の
制
約
は
、
幾
つ
か
の
間
組
主
残
し
て
い
る
。
重
要
な
問
題
主
指
摘
し
て
結
語
に
代
え
主
う
。

産
業
連
関
表
の
利
用
に
つ
い
て
、
常
に
大
き
な
難
点
の
一
つ
と
し
て
問
題
に
な
る
の
は
、
技
術
構
造
の
変
化
を
体
系
に
導
入
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
作
業
に
使
用
し
た
産
業
連
関
表
は
、
技
術
進
歩
に
つ
い

τの
可
能
を
修
正
を
施
し
た
も
一
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近

日
著
し
い
技
術
進
歩
が
、
投
入
係
数
行
列
に
充
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
疑
わ
し
い
と
見
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
又
、
使
用

し
た
関
経
連
の
産
業
連
関
表
は
、
地
域
内
技
術
係
数
行
列
と
し
て
は
、
国
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
間

交
易
係
数
に
つ
い
て
は
、
可
成
り
高
い
精
度
を
も
ワ
も
白
と
考
え

b
れ
る
。
わ
が
国
に
既
存
の
地
域
産
業
連
関
表
の
中
に
も
、
愛
知
県

の
も
の
〔
文
献
8
〕
干
、
現
在
作
業
が
進
行
中
の
凶
国
地
方
の
も
白
な
ど
は
、
地
域
個
有
の
投
入
係
数
行
列
を
使
用
し
て
い
る
が
、
多

く
は
、
同
の
そ
れ
を
準
用
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
今
後
心
地
域
産
業
連
関
表
自
体
白
改
良
に
侠
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
技
術
構
造
の

推
移
を
導
入
寸
る
今
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
屯
力
中
央
研
究
所
の
「
昭
和
四
二
年
白
産
業
連
関
表
」
を
使
用
し
て
結
呆
士
チ
ヱ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
近
い
将
来
に
計
算
を
行
う
計
四
で
あ
る
。

第
二
は
、
地
域
内
技
術
変
化
と
同
時
に
、
交
易
係
数
も
ま
た
変
化
す
る
筈
で
あ
る
。
或
る
地
域
む
或
る
商
品
に
対
す
る
輸
入
置
換
、

国
産
品
代
替
に
よ
る
交
易
係
数
の
変
化
は
、
そ
の
地
域
心
産
出
高
に
対
す
る
波
及
効
果
白
態
容
を
当
然
変
化
せ
し
め
る
〔
文
献
・

7
〕。

こ
白
工
う
な
交
易
係
数
変
化
は
、
小
論
で
は
、
充
分
に
は
考
慮
さ
れ
て
い
た
い
。
問
題
解
決
心
一
つ
白
方
法
と
し
て
は
、
原
材
料
及
び

製
品
の
移
出
入
に
つ
い
て
ア

γ
ケ

I
ト
調
査
を
試
み
る
己
と
が
考
え
ら
れ
る
。

第
三
氏
、
小
出
荷
で
使
用
し
た
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
は
、
テ
九
ト
の
結
果
、
予
測
力
は
ご
年
程
度
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
わ
れ
わ

れ
は
、

こ
の
結
果
を
厳
密
に
受
け
取
っ
て
、
比
較
的
短
期
の
地
域
経
済
予
測
士
行
っ
た
白
で
あ
る
。
ぞ
デ
ル
の
テ
ス
ト
結
岡
市
か

b
短
期

予
測
に
ふ
み
宿
っ
た
白
で
あ
っ
て
、
モ
デ
ル
自
体
は
留
守
ろ
長
期
モ
デ
ル
で
あ
る
。
何
故
な

b
ば
、
モ
デ
ル
の
係
数
推
定
に
使
用
し
た
デ

地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
述
問
分
析

及
び
計
量
経
済
学
そ
デ
ル
の
応
用

器
入
十
九
巻

寸コ

第
三
号

五:



地
域
経
済
榊
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
升
析

及
び
計
量
経
府
学
モ
デ
ル
の
応
用

ー
タ
は
、
何
れ
も
年
デ
ー
タ
で
あ
り
、
モ
れ
は
到
底
短
期
的
振
動
の
説
明
に
耐
え
る
も
白
で
は
な
円
か

b
で
あ
る
。
も
し
も
将
来
、
地

第
八
十
九
巻

y、

第

号

五

域
所
得
白
四
半
期
別
推
計
が
可
成
担
の
期
聞
に
亙
づ
て
行
わ
れ
る
左

b
ば
、
短
期
白
地
域
所
得
そ
デ
ル
む
作
成
も
可
能
と
在
る
で
あ
ろ

う
。
然
し
、
他
方
、
地
域
経
済
計
画
は
通
常
五

t
一O
年
白
計
画
期
間
を
掲
げ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
と
の
点
か
ら
す
れ
ば
、

長
期
そ
デ
片
に
つ
い
て
予
測
力
を
古
川
め
る
に
足
る
だ
け
の
精
度
の
高
い
サ
ン
プ
ル
数
の
増
加
を
期
待
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。

五

こ
の
作
業
白
計
算
に
つ
い
て

同
H

同

Z
』

-
N
H『
汗
『
及
び
〔
L
『

l
h叫
)

H

の
計
算
は
、

凡

τ京
都
大
学
問
ロ
ロ
ー
ム
(
出
HHpnlJHH)
に
よ
っ
て
行
ヮ
た
。
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野
正
一
・
山
崎
研
治
、
「
昭
和
)
一
八
年
愛
知
県
商
業
連
関
表
J

一
九
五
じ
。

【
附
記
】

一
、
こ
の
論
文
は
、
昭
和
三
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
(
「
綜
合
研
究
」
第
三

0
0凹
、
「
産
業
連
関
諭
心
理
論
と
そ
の
応
用
」
)
に
基
く
研
究
の

一
部
で
あ
る
@

二
、
論
文
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
青
山
秀
夫
教
授
は
じ
め
、
綜
合
経
済
研
究
所
計
量
経
済
班
白
方
々
か
ら
、
数
多
く
の
御
助
言
、
御
援
胡
を
賜
っ
た
。

同
ロ
円
円
に
よ
る
計
算
は
、
す
べ
て
京
都
大
学
大
学
院
。
其
継
隆
氏
の
手
を
煩
わ
し
十
。
又
、
使
用
し
た
デ
[
タ
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
「
阪
神

都
市
協
議
会
大
阪
市
隣
接
都
市
協
議
会
」
事
務
問
に
負
う
と
こ
九
が
多
い
。
何
れ
も
特
記
し
て
、
謝
訟
を
表
わ
し
て
お
き
た
い
。

〔
制
問
者
註
〕

こ
の
論
文
中
、
第
8
・
9
・

m表
は
、
祇
一
明
の
都
合
土
、
七
む
を
え
ず
割
愛
し
ま
し
た
、
研
究
上
、
こ
れ
ら
ゴ
表
を
御
希
望
の
方
は
、
「
京
都
市

左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
警
学
部
内
経
済
学
会
編
集
係
」
者
申
込
み
下
さ
れ
ば
、
複
写
刷
の
表
立
・
国
際
宮
崎
御
頒
け
い
た
し
ま
す
。

地
域
経
済
構
造
予
測
に
対
す
る
産
業
連
関
分
析

及
び
計
量
経
済
学
ぞ
デ
ル
の
応
用
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